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は じ め に 

 

 県では、「体育・保健体育の授業充実」を目的として、体育振興指導教員等を

県内小学校、中学校及び高等学校に配置することにより、学校体育の指導体制

の確立と体力の向上及びスポーツの振興を図り、その充実に努めているところ

です。 

今年度も「体育振興指導教員等による小学校派遣事業」を実施し、２２名の体

育振興指導教員等を２８校の小学校へ派遣することができました。 

 この小学校派遣事業では、「陸上運動系」、「器械運動系」、「水泳運動系」、「ボ

ール運動系」の領域において、バランスの取れた児童の体力の向上や、学習指導

要領に示されている「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向

かう力、人間性等」の資質・能力の育成及び教員の指導力向上を目指す取組を行

っていただきました。 

 本実践の記録にありますように、派遣校の児童や先生方からは、本事業に対

する感謝や喜びの声が多く、この事業の意義や価値を改めて感じております。 

 本事業を通して、児童が体を動かすことに楽しさや喜びを感じるとともに、

体育好きな児童がますます増えて、結果として体力の向上にもつながるものと

確信しております。 

 体育振興指導教員等の先生方には、心身ともに健康で活力ある児童生徒の育

成に向けて、学校体育の充実や体力の向上及びスポーツの振興に重要な役割を

担っていただいていることに対し、心から感謝申し上げますとともに、今後と

も、本県学校体育・スポーツの中核として、その指導力を存分に発揮していただ

くことを期待しております。 

 最後に、皆様の御理解と御協力により、今年度も充実した内容の実践の記録

をまとめることができました。本記録が各方面で広く活用され、学校体育・スポ

ーツの充実に役立つことを祈念いたします。 

 

令和８年３月 

 

宮崎県教育庁スポーツ振興課長  田中 裕久  



　　１　水泳運動 派遣校：宮崎市立住吉小学校

　宮崎市立生目台東小学校 教　諭　　 年永　健二 1 ～ 2

　　２　水泳運動 派遣校：宮崎市立赤江小学校

　宮崎市立国富小学校 教　諭　　 安藝　良介 3 ～ 4

　　３　陸上運動 派遣校：宮崎市立大塚小学校

　宮崎市立赤江中学校 教　諭　　 西山　瑞恵 5 ～ 6

　　４　マット運動 派遣校：宮崎市立檍北小学校

　宮崎市立檍中学校 教　諭　　 前田　良樹 7 ～ 8

　　５　水泳運動 派遣校：日南市立潟上小学校

器械運動 派遣校：日南市立細田小学校

　串間市立串間中学校 教　諭　　 榎本　盛一 9 ～ 12

　　６　陸上運動 派遣校：小林市立野尻小学校

ボール運動 派遣校：小林市立紙屋小学校

　小林市立小林中学校 教　諭　　 水野　裕一 13 ～ 16

　　７　陸上運動 派遣校：西都市立穂北小学校

器械運動 派遣校：新富町立新田小学校

　西都市立妻中学校 教　諭　　 黒木　森穂 17 ～ 20

　　８　水泳運動 派遣校：延岡市立一ヶ岡小学校

　延岡市立土々呂中学校 教　諭　　 大久保　高広 21 ～ 22

　　９　水泳運動 派遣校：日向市立美々津小学校

陸上運動 派遣校：延岡市立港小学校

　日向市立富島中学校 教　諭　　 山本　陽介 23 ～ 24

　１０　水泳運動 派遣校：宮崎市立宮崎港小学校

　宮崎南高等学校 教　諭　　 寺前　貴志 25 ～ 26

　１１　陸上運動 派遣校：宮崎市立小松台小学校

　宮崎南高等学校 教　諭　　 佐久間　英二 27 ～ 28

　１２　水泳運動 派遣校：宮崎市立檍小学校

　宮崎南高等学校 教　諭　　 西川　亮太 29 ～ 30

目　　　　　次

ペ　ー　ジ



　１３　水泳運動 派遣校：宮崎市立大淀小学校

　宮崎工業高等学校 教　諭　　 寺澤　嘉晃 31 ～ 32

　１４　器械運動 派遣校：小林市立細野小学校

　小林高等学校 教　諭　　 内之倉　和彦 33 ～ 34

　１５　水泳運動 派遣校：都城市立丸野小学校

　都城農業高等学校 教　諭　　 久保　喬史 35 ～ 36

　１６　陸上運動 派遣校：串間市立福島小学校

　日南高等学校 教　諭　　 秋吉　知洋 37 ～ 38

　１７　水泳運動 派遣校：都農町立都農東小学校

　高鍋高等学校 教　諭　　 檜室　秀幸 39 ～ 40

　１８　器械運動 派遣校：延岡市立方財小学校

　日向高等学校 教　諭　　 久保　真由美 41 ～ 42

　１９　水泳運動 派遣校：宮崎市立広瀬小学校

　宮崎商業高等学校 教　諭　　 菊池　誠 43 ～ 44

　２０　器械運動 派遣校：宮崎市立広瀬北小学校

　佐土原高等学校 教　諭　　 青野　靖希 45 ～ 46

　２１　器械運動 派遣校：宮崎市立宮崎南小学校・宮崎市立小戸小学校

　宮崎北高等学校 教　諭　　 図師　正敏 47 ～ 50

　２２　器械運動 派遣校：宮崎市立鏡洲小学校、宮崎市立潮見小学校

　宮崎商業高等学校 教　諭　　 宮本　和美 51 ～ 54



宮崎市立生目台東小学校  

教諭  年 永 健 二  

小学校派遣事業の実際 

１ 派遣校 

 ○ 宮崎市立住吉小学校 

 

２ 実施期間及び運動領域 

 ○ 令和７年６月６日～７月９日 

運動領域「水泳運動」、対象学年「第６学年」 

 

３ 実施期日及び指導内容 

期 日 内        容 

６月 ６日 打合せ(児童の実態・単元計画等) 

６月２５日 雨天中止 

６月２５日 雨天中止 

６月２７日 バブリング、ボビング、けのび、背浮き 

６月２７日 背浮き、伏し浮き、あご付けビート版キック 

７月 ２日 背浮き、あご付けビート版キック 

７月 ２日 背浮きキック、面かぶりクロール 

７月 ４日 サイドキック、面かぶりクロール 

７月 ４日 クロール 

７月 ９日 職員研修「水泳」 

 

４ 実践内容 

（１） 面かぶりクロール（プル） 

面かぶりクロールでは、主にプルとキックの動きが重要となる。特に、プルの動きについては、

腕を速く回そうとするあまり肘を曲げてしまったり、最後まで手の平で水をかくことができずに

手の甲から水面に出してしまったりと、十分に水をキャッチすることのできない児童が多い。そ

こで、これらのつまずきを解決するために以下の手順でプルの指導を行った。 

① 水をキャッチする感覚を味わう（水の抵抗は空気の 8000倍）。 

  ○ 水をキャッチするためには、どうすればよいのか体験してみる。 

プールの中で、肩までつかり、肘を伸ばして（曲げて）水をかき、水の重さ（抵抗）の違

いを感じる。同じように、「手の平、手の甲」、「指を広げて（閉じて）」、「手首を上に曲げて

（下に曲げて）」水をかき、水の重さ（抵抗）を感じる。 

    ※ 水をキャッチするためには、四つのポイント（肘を伸ばす、手の平でかく、指を開く、

手首を軽く下に曲げること）が大切である。 

② 四つのポイントに気を付けて、ペアでアドバイスしながら口伴奏を用いて練習する。 

※ 口伴奏「パチン→太もも→痛い→親指→パチン』 

 ア 【パチン】…両手を前に出し、手を重ねる。 

 イ 【太もも～】…片手を下方向に回し、おへその前（深い場所をかく）を通って、親指で太も

もを触る。肘を伸ばし、手の平を真後ろに向ける。（手が太ももの横を通る際、

〈気を付け〉のように、手の平が太ももに向かないよう〈内転しないよう〉に

留意する。 



ウ 【痛い】…腕が回らなくなるまで後ろにかく（リレーのバトンパスの状態）。この時、少し

肩に痛みを感じる。 

 エ 【親指】…親指を上に向けることで、肩が回る。 

   

③ プールの中で行う。 

 ア 肩まで浸かって、顔を出し、歩きながら行う。 

 イ 顔付けで、歩きながら行う。 

 ウ 軽くバタ足をしながら行う。 

   ※ ペアの一人は、友達の動きを見やすい位置（前、横、後ろ、水中）から観察し、アドバ

イスする。 

④ 面かぶりクロール（３～４回かく）で、どこまでいけるか。（10ｍ程度を目指す。） 

【考察】 

    口伴奏を用いながらペア学習で学習を進めたことで、一人一人の児童が、自分の課題を把握し

ながら課題解決に向けて取り組むことができた。 

 

（２） ビート板サイドキック 

     息継ぎ有のクロールは、多くの児童が様々な課題に直面する。一つは、息継ぎをする際に、

顔を前に向けて呼吸をすることである。この姿勢は、頭を水面から大きく出してしまうため、

十分な浮力を得られず沈んでしまう。したがって、顔を横に向け、なるべく沈んだ状態で息継

ぎをしなければならない。他にも、息継ぎをする際にキックを止めてしまい、十分な推進力を

得ることができずに沈んでしまう児童も少なくない。これらの課題を解決するためにビートイ

板サイドキックの指導を行った。 

① ビート板の上に、肘を伸ばして片手を置き、その腕の上に耳を乗せる。 

② 顔は、天井を見るような姿勢になる。そのまま、地面をけってバタ足を始める。 

③ もう一方の片手は、体側に置き、バランスをとる。 

④ バタ足は、斜め下を蹴るようなイメージで行う。 

※ 腰が曲がったり、反ったりしすぎると沈んでしまう。けのびの姿勢を保ったままキックする

ことが求められ、これが、息継ぎの際の姿勢にもつながっていく。 

【考察】 

実施者のビート板をパートナーが、軽く引っ張りながら「視線」「肘」「体」「キック」の４つ

のポイントについて、随時アドバイスをするように指導したことで、動きのポイントについて

は、知識として習得することができた。しなしながら、途中で足をついてしまう児童も多く、

練習時間の確保や、さらに細分化した指導方法の必要性を感じた。 

 

５ 成果と課題 

（１） 成果 

○ 段階的（スモールステップ）に指導することで、動きの高まりを実感させながら学習に取り

組ませることができた。また、ペア学習で授業を進めることで、インプットしたことを基に、

互いに助言しながら動きを高め合うことができた。 

 

（２） 課題 

○ 児童の運動経験に応じた分かりやすい言葉や段階的な指導方法について、更に研究を深め、

生涯スポーツにつながる授業づくりを展開していく必要がある。 



宮崎市立国富小学校  

教諭  安藝 良介  

 

小学校派遣事業の実際 
 

１ 派遣校 

 ○ 宮崎市立赤江小学校 

 

２ 実施期間及び運動領域 

○ 令和７年６月３日～６月２３日 

運動領域「水泳運動」、対象学年「第４学年」  

 

３ 実施期日及び指導内容 

 ○ 宮崎市立赤江小学校  

期 日 内        容 

６月 ３日 打合せ(児童の実態・単元計画等) 

６月１２日 水泳学習の心得、水慣れ、もぐる運動、浮く運動 

６月１６日 水慣れ、もぐる運動、変身もぐり、浮く運動、変身浮き 

６月１８日 職員研修「水泳」（体育館） 

６月１９日 水慣れ、浮く運動、浮いて進む運動 

６月２３日 水慣れ、浮く運動、浮いて進む運動、初歩的な泳ぎ 

 

 

４ 実践内容 

 （１） 職員研修（体育館にて） 

○ 水泳指導の歴史及び目的（遠泳志向の水中安全教育） 

○ 学習指導要領解説に基づいた指導内容等の確認・解説 

○ 「浮くこと」の指導 

○ 水に顔をつけられない児童への支援、バブリング・ボビング指導について 

○ クロールの指導方法 

○ 平泳ぎの指導方法 

 

 （２） 指導実践 

   ○ 水泳学習の心得 

笛の回数による合図（１回→スタート、２回→動きを止めてその場で注目、３回→プ

ールから上がる など） 

 

   ○ 水慣れ 

水慣れにおいて敢えて２回のバタ足を取り入れ、毎時間繰り返した。はじめのバシャ

バシャキックのねらいは自分に水をかけることと、上手なキックとの区別をはっきりさ

せるため、２回目のバタ足のねらいは上手なキックの仕方を身に付けるためである。 



○ 毎時間固定の水慣れ 

プールサイドに座ってのバタ足（バシャバシャキック）→自身への水かけ→プールサ

イドに座ってのバタ足（上手なキック）→プールサイドに手をかけて静かに入水→肩ま

で入水→頭まで入水→ボビングジャンプ 

 

○ もぐる運動 

もぐる運動としてプールの底タッチを行った。はじめはひざ、次に片手、次に両手、

お尻、おへそと段階的に難しくしていった。お尻でタッチあたりになってくると浮力に

よってもぐるのが難しくなってくる。浮力によってもぐる難しさを感じることで、逆に

人間の体は自然に浮くこと気づかせ、浮く運動につなげることをねらいとした。また、

児童からは「もぐるためには力を入れて手や足を動かしたらもぐれました。」という発言

も聞かれた。 

 

○ 浮く運動 

もぐる運動の際の児童の発言から、逆に浮くためには「力を抜いて手や足を動かさな

いようにしたらいい。」という考えを引き出すことにつなげた。活動としては、はじめに

すぐに立ちやすいため脱力しやすいと考えられるクラゲ浮きに取り組み、次いで伏し浮

き、大の字浮き、だるま浮き、背浮きという

順に指導を行った。浮くためには脱力が重

要であることから、安心して脱力できるよ

う、伏し浮き以降の運動はバディで補助を

しながら行い、各々の状態に応じてバディ

で話し合いながら補助の具合を調整させる

ようにした【写真①】。      

 【写真①】 

 

○ 浮いて進む運動 

浮いて進む運動として前述の背浮きの指導の段階で軽くキックをすることでより安定

することを体感させた。それに加えて蹴伸び、蹴伸びキックと段階的に指導を進めた上

で、蹴伸びで前に伸ばした腕の片方を掻いて体を回転させ、背浮きの状態になり、背浮

きキックをしながら再び蹴伸びの姿勢に戻れるようにした。その際もバディで補助しな

がら安心して回転できるようにした。 

 

５ 成果と課題 

 （１）成果 

   ○ 補助の具合の調整や、ポイントの見合いによるアドバイスなど、児童同士の対話、学

び合いの機会を確保することができた。また、段階を踏んだスモールステップの指導に

より、技能を確実に高めることができた。 

 

 （２）課題 

   ● クロールにつながる運動に偏重してしまい、平泳ぎにつながる初歩的な泳ぎの指導時

間を十分に確保することができなかった。 



宮崎市立赤江中学校  

教 諭 西山 瑞恵  

小学校派遣事業の実際 
 
１ 派遣校  宮崎市立大塚小学校 

 

２ 実施期間及び運動領域 

   令和７年７月１０日（木） ～ 令和７年１１月１４日（金） 

   運動領域 陸上運動  

   対象学年 第６学年  

 

３ 実施期日及び指導内容 

① ７月 ７日（月） 打合せ  ⑥ １１月 ７日（金） 走り幅跳び 

② ７月２３日（水） 職員研修 ⑦ １１月１０日（月） ハードル走 

③ １０月３１日（金） 走り高跳び ⑧ １１月１０日（月） ハードル走 

④ １０月３１日（金） 走り高跳び ⑨ １１月１４日（金） 短距離走 

 

４ 実践内容（取組内容） 

（１）打合せ・職員研修 

 日ごろからスポーツ少年団等で運動をする機会が多い児童と、体育の授業以外運動する機会

が少ない児童の二極化という課題を抱えているとのことだった。体育の授業は２クラス合同で

行う機会が多く、今回の授業も２クラス合同で実施するため、人数が多い中で、効率よく活動

できる場の使い方の工夫や、活動量をなるべく多くできるような指導内容の工夫を取り入れて

いくことにした。職員研修ではゲーム感覚で体を動かす内容を取り入れた体つくり運動を紹介

し、先生方にも実践していただいた。また、陸上運動の各種目の場所の使い方の工夫や、今回、

実際に授業で実施する内容等を紹介した。 

（２）指導実践  

ア 走り高跳び 

  （ア）連続ゴム跳びで踏切足を決定 

  （イ）着地の練習  

  （ウ）３歩助走・５歩助走    

  （エ）記録測定  

      ☆ 今日のポイント（練習の際に児童と確認したこと） 

        ・スピードを落とさず踏み切る ・足裏全体で踏み切る 

        ・目は水平より上       ・手はバンザイ 

    イ 走り幅跳び 

    （ア）助走のスタート場所の確認→踏切板側から逆に走り、最後の７歩のスタート場所を見

つける。 

    （イ）上へ跳ぶ練習→踏切板のすぐ後ろにミニハードルや跳び箱の１段目をおく。 

  （ウ）空中動作の練習→ジャンプ後の姿勢はお腹を突き出す意識をもたせるためゴムを       

使用したジャンプのイメージ作り 

    （エ）空中動作から着地の姿勢まで 

      ☆ 今日のポイント（練習の際に児童と確認したこと） 

        ・助走は全力で走る。 

        ・毎回同じリズムで走る。「 １・２ ジャーンプ トン トン 」 

        ・全力でジャンプする。 



    ウ ハードル走 
    （ア）踏み切り足の確認（振り上げ足・抜き足） 
    （イ）全力でリズムよくミニハードルを走り抜く。 

      （ウ）ハードルを超えるときの姿勢の確認（踏み切り足・振り上げ足・抜き足） 
        （エ）タイム測定 

              ☆ 今日のポイント（練習の際に児童と確認したこと） 
        ・リズムよくゴールまで走り切ろう。「０・１・２・３」 
        ・第 1ハードルは毎回同じ足で踏み切る。 
        ・振り上げ足は遠くからまっすぐに。 
        ・ハードルの上では体は前に（前傾）する。 
        ・抜き足は横から素早く。 
        ・ハードルの間は 3歩から 5歩。 
    エ 短距離走 

（ア）いろいろな跳び方でアンクルホップの練習 
        ・けんけん  ・片足 3歩ずつ 
    （イ）ミニハードルでサイクリングホップの練習（一歩ずつ） 

            ・腕はバンザイで 
        （ウ）スキップからのダッシュ 

        ・高くスキップ、前に大きくスキップ、速くスキップ 
    （エ）スキップからのサイクリングホップ（走りの形） 
    （オ）タイム測定 

     
  ５ 成果と課題 

（１）成 果 
 ◎ ２クラス同時に実施することで競争意識も高まり、それぞれの種目で仲間の記録を意識

して意欲的に活動する児童が多かった。 
 ◎ 指導の工夫の職員研修を行っていたことで、小学校の先生方に積極的に指導に入っても

らうことができ、児童数は多いが、その分をカバーすることができた。 
 ◎ ハードルや高跳びのバーを怖がる児童には、ゴムで代用する等、場所や用具の工夫を取

り入れたことで苦手な児童も怖がらずに挑戦することができた。 
（２）課 題 

● 45分間で約 60人が同じ種目を実施するという設定だったので、場所、用具、練習時間が

非常に少なく、一人ひとりがじっくり練習することができなかった。あと 1 時間でも時間

が取れれば、できなかったところやわからなかったところを確認し、練習するところまで

授業を深めることができた。時間設定は余裕をもって計画するべきであった。 
● 自分の力にあった場所で練習を行えるように、場所や用具の工夫を行ったが、児童任せ

のコース選択をさせたままになっていたので、力に見合っていないコースで活動してしま

っている児童がいた。気づいたら声をかけてコース変更を促したが、そのままなっている

児童もいた。 

  
 【児童のワークシートより】 
   ◯ 最初は難しく感じたけど先生や上手な人からアドバイスをもらってリズムよく跳ぶ    

ことができました。目標は 100cmを跳ぶことなのでまたやりたいです。（走り高跳び） 
   ◯ 最初助走のリズムが掴めず難しかったけど、何度かやっていくとコツを掴んで 90cm

跳ぶことができました。とても楽しかったのでまたやりたいです。（走り高跳び） 
◯ 今日のポイントの「リズムを意識して走る」ことができました。自分の記録の限界を

超えることができた。またやりたいです。（ハードル走） 
◯ 最初は怖くて飛ぶ前にスピードが落ちてしまっていたけど、慣れてきたらスピード 

を落とさずに跳ぶことができた。今日のポイントだった「お腹を空へ向けて跳ぶ」を意

識して記録が伸びました。楽しかったです。（走り幅跳び） 



宮崎市立檍中学校  

教諭 前田 良樹  

 

 

小学校派遣事業の実際  

 

1 派遣校 

    宮崎市立檍北小学校 

 

2 実施期間及び運動領域 

    令和７年１２月２日～１２月１９日   運動領域「マット運動」   対象学年 第３学年 

 

3 実施期日及び指導内容 

時間 期  日 指導内容 

①② 10 月 10 日（金） 職員研修 

③ 11 月 21 日（金） 打合せ 

④ 12 月  5 日（金） チーム、キャプテン決め、マットの置き方 

⑤ 12 月  9 日（火） ウォーミングアップの仕方 

⑥ 12 月 12 日（金） だるま倒立 

⑦ 12 月 16 日（火） 前転 

⑧ 12 月 19 日（金） 補助倒立・補助倒立前転・側方倒立回転練習 

⑨ 12 月 23 日（火） 後転・側方倒立回転 

 

 

4 実践内容（取組内容） 

 

授業の中では、ドリル練習を中心とした指導を行った。ドリルとは、反復のことで基本を身につけるために行

う練習のことである。 初めは、意識して行った動作を無意識に出来るようにすることを目的としている。また、

毎回のウォーミングアップ（以下アップ）に取り入れることでルーティン化し、技能を定着させた。 

 

ウォーミングアップの内容 

※選定基準は小学生が取り組みやすい内容であること、技を分解した動きであることである。 

四つばい、高ばい、ローリング、うさぎ跳び、腕立て回り、手押し車、ゆりかご、背倒立、かえる跳び 

 

1) だるま倒立（写真１）の指導の目的とポイント 

指導の目的：前転系・後転系の発展技へ繋げるための姿勢と感覚づくり 

指導のポイント 

 マットを押す感覚とマットを蹴ったエネルギーを効率よく回転に繋げるための手と頭のつき方（手と頭で

三角形）について、ポイントを絞り指導を行う。前転系の技は、手よりも頭が後ろについてしまうとマットを

蹴ったエネルギーが進行方向と逆に逃げてしまう。また、この姿勢が身につくことで倒立前転を練習する

ときの怪我防止、後転系の「マットを押す感覚づくり」に繋がる。写真２は、手と頭の位置を表したもので

児童がポイントとしてメモに残したものである。 

 

写真１              写真２ 

 



2) 壁倒立・補助倒立前転の指導の目的とポイント 

指導の目的：倒立が必要な要素が含まれる技を安全に行うための姿勢づくり 

指導のポイント 

 側方倒立回転、倒立前転のような発展技には、倒立（写真１）の姿勢が含まれる。そのため、「倒立」の姿

勢づくりを練習する必要がある。ウォーミングアップにある手押し車で、背中がまっすぐできるようになる

とスムーズである（写真２）。練習としては、写真３のように腹を壁側にして行う壁倒立が有効で、マットを

押す意識をつけさせるためと、怪我防止のために「首を短く」というアドバイスが大切である。「首を短く」

まで意識することができた児童は、壁倒立から前転を行い、壁倒立前転の練習につなげることができる。 

  

写真１                    写真２                  写真３ 

 

3) 後転の指導の目的とポイント 

指導の目的：後転系の発展技へ繋げるための感覚づくり 

指導のポイント 

 後転で大切なポイントは、「身体を丸くすること」と「両手でマットを押す」の２つである。写真１は「足を頭

の後ろにすること」と「両手でマットに手をつく感覚」の練習、写真２はマットを強く押す感覚づくりのため

の「だるま倒立から立つ（写真２）」練習である。この２つをつなげると後転（写真３）になるイメージである。 

 

写真１                                      写真２ 

 

                                    ＋ 

 

写真３ 

 

 

 

 

 

 

  

5 成果と課題 

1) 成果 

○ ドリル練習の内容が実際の技に繋がっていることを児童自身が理解し、練習の効果が現れた 。 

○ 授業後半には、準備からウォーミングアップまでを児童主体で行えるようになった。 

○ 「マット運動が楽しい」や「体操競技をやってみたい」などの声があり、児童の興味・関心が高まった。 

 

2) 課題 

 今後、小学校の先生が継続的に授業を展開できるようにすることを意識する必要があると感じた。 

 基本技能の習得を中心とした授業ができたのは良かったが、反対に技能の高い児童には物足りな

さを感じる授業となった。 

 



串間市立串間中学校  

教諭  榎本 盛一  
小学校派遣事業の実際 

 
１ 派遣校 
（１）日南市立潟上小学校  
（２）日南市立細田小学校  
 
２ 実践期間及び運動領域  
（１）日南市立潟上小学校       （２）日南市立細田小学校 
   令和７年５月２９日から７月１１日   令和７年１０月２７日から１１月２７日 

 運動領域　水泳運動           運動領域　器械運動  
   対象学年 全学年           対象学年  第２学年から６学年 
 
３ 実践期日及び指導内容  
（１）日南市立潟上小学校  

時間 期 日 指 導 内 容  

① ５月２９日（木） 
事前打合せ  
○ 授業の進め方についての確認  

② ６月１３日（金） 
水泳指導  
○ クロール・ストリームライン・キック  

③ 
④ 

６月１６日（月） 

水泳指導  
○ 平泳ぎ（キック）  
職員研修  
○ 水泳の学習について（講義）  
○ 授業実践例について（実技）  

⑤ ６月２３日（月） 
水泳指導  
○ 平泳ぎ（プル・息継ぎ）  

⑥ ６月２７日（金） 
水泳指導  
○ 平泳ぎ（コンビネーション）  

⑦ ７月 ７日（月） 
水泳指導  
○ まとめ（記録会）  

⑧ 
⑨ 
⑩ 

７月１１日（金） 

水泳指導  
○ 着衣泳（３・４年生、５・６年生各１時間実施） 
○ 泳法の確認  

（８時間目は天候不良のため屋内で実施）  
（２）日南市立細田小学校  

時間 期 日 指 導 内 容  

① １０月２７日（月） 
事前打合せ  
○ 体育用具の確認、授業の進め方についての確認  

② １１月 ４日（火） 
マット運動  
○ オリエンテーション・前転グループ基本技の練習  

③ １１月 ６日（木） 
マット運動  
○ 後転グループの基本技の練習  

④ １１月１１日（火） 
マット運動  
○ 倒立グループの基本技の練習  

⑤ 
⑥ 

１１月１９日（水） 

マット運動  
○ 倒立グループの発展技の練習  
職員研修  
○ 器械運動の学習について（講義）  

⑦ １１月２０日（木） 
マット運動  
○ 側方倒立回転の練習 

⑧ 
⑨ 

１１月２５日（火） 

マット運動  
○ 発表会に向けて練習 
職員研修  
○ 授業実践例について（実技）  

⑩ １１月２７日（木） 
マット運動  
○ まとめ（発表会）  



４ 実践内容（取組内容）  

（１）担当職員との打合せ  

 ① 児童の人数、運動に対する意欲、水泳・マット運動の習熟度の確認等を行った。 

また、授業で配慮を要する児童の確認を行った。  

 ② 小学校の担当からの指導に対する困難さや要望を含めた情報交換を行った。  

 

（２）職員研修会及び実技演習  

 ・潟上小学校  

   プレゼン資料を作成し、学習指導要領を踏まえた内容で水泳の学習について研修

を行った。水泳の特性や学習内容、水泳の指導の行い方の３点について確認を行っ

た。実技演習では平泳ぎ技能面のつまずきに対する実践例等の紹介と実践を行った。 

 

  ・細田小学校  

   職員研修を行うにあたりマット運動の学習指導要領における取扱いについて、 確

認した。また、教材や安全面の工夫に関する質問が事前打合せで上がったので、実

技研修の中で紹介した。 

 

（３）指導実践  

① 水泳運動（潟上小学校）  

クロールと平泳ぎの基礎技能の習得を目標に、水中での姿勢づくり、手足の動き、

呼吸の方法、動作のタイミングという４つの観点から指導を行った。まず、すべて

の泳法の基礎となるストリームライン姿勢を徹底させ、浮く・伸びる感覚を身に付

けることで、水の抵抗をできるだけ少なくして泳ぐための準備を行った。  

クロールでは、①伸びの姿勢、②小さく速いキック、③前で水をキャッチして後

方へ押し切るプル動作、④体を横に向けた自然な呼吸の４点を中心に指導した。特

に、キックで膝が曲がりすぎることや、息継ぎの際に頭が大きく上がってしまうこ

とがつまずきとして多く見られたため、「足首パタパタ」、「横向きでパッと吸う」な

どの言葉かけを用いて動きがイメージできるようにした。  

平泳ぎでは、①肩幅までのひざの開きと“はさむ”意識をもったキック、②大き

なハートを描くようなプル、③胸の前で手をそろえたタイミングでの呼吸、④キッ

ク後のしっかりした伸びの４点を中心に指導した。足の運び方や手と足のタイミン

グをつかむことが難しい児童に対しては、陸上での動きの確認やペアでの観察を取

り入れ、動きを理解しながら練習できるよう配慮した。  

 全体をとおして、各技能を「伸びる  → うつ → 呼吸 → キック  → 伸びる」と

いった一連の流れとして捉えられるよう段階的に練習を進めた。児童は自分の課題

を把握し、できるようになった部分を実感しやすい学習展開としたことで、多くの

児童が泳力の向上を実感することができた。また、苦手意識のある児童には安心し

て挑戦できる雰囲気づくりを大切にし、自信をもって学習に取り組める環境を整え

た。 

 



② マット運動（細田小学校）  

児童が安全に、見通しをもって器械運動に取り組めるよう、授業準備・環境設定・

指導方法において計画的な工夫を行った。  

授業では、学習の流れや技のポイントを視覚的に理解できるようプレゼン資料を

作成し、活動前に提示した。  

また、安全面の徹底と主体的な学習態度を促すため、授業における約束事（ルー

ル）を明確に示し、児童が安心して活動できる環境づくりに努めた。さらに、技ご

とのポイントを整理したチェック表を作成し、児童自身が課題を把握しながら学習

を進められるよう支援した。  

マット運動の指導では、各技において習得すべき動きの要点を明確にし、段階的

な練習ができるよう場づくりと補助方法を工夫した。側方倒立回転では、「足の振り

上げ」、「手足を着く位置」、「目線」の３点を重点に指導し、テープや手形・足形な

どを活用した場の設定によって動きの理解を促した。補助倒立・倒立においては、

「手の着く位置と目付」、「倒立時の姿勢」、「足の振り上げ」の３点を中心に指導し、

補助に入りながら倒立姿勢の感覚を身につけるよう工夫した。  

 

（４）児童の感想  

 ① 水泳運動（潟上小学校）  

 ○ 私は平泳ぎが絶対泳げないと思っていたけど、先生のおかげで２５メートルも

泳げるようになりました。とっても感謝しています。  

○ 平泳ぎでは、最初にできなかった平泳ぎの足のキックを練習していくうちに１

メートル、２メートルと少しずつ記録が伸びていったことがうれしかったです。 

○ 水泳でクロールが２５メートル以上泳げるようになりました。息継ぎの仕方や

ストリームラインがしっかり意識できるようになって、平泳ぎはキックや息継ぎ

の仕方がしっかりできて５０メートル以上泳げるようになりました。短い期間で

したが、しっかりと泳げるようになりました。  

○ 最初はクロールができなかったけど、今日やったら半分以上できるようになっ

ていました。足キックもできるようになりました。もっと上達したいです。  

○ 今までは、２５メートルを泳げたことがなくて、クロールや平泳ぎをできるよ

うになって、２５メートル以上を泳げることができた時には「水泳ってこんなに

楽しいんだ。」と思えて、すごくうれしかったです。クロールや平泳ぎができるよ

うになって他の泳ぎをしてみたいです。  

 

② マット運動（細田小学校）  

○ 最初はうまく回ることができなかったけど、やっていくにつれてきちんと回れ

るようになったり、昨年はできなかった側転や伸しつ後転などができるようにな

ったりしてよかったです。ぼくはマット運動ができなくて、前は嫌いだったけど、

今はマット運動ができるようになって、とてもマット運動が楽しくなりました。  

 ○ 今回のマット運動の授業でできるようになった技や前よりかっこよく決められ

た技がたくさんあります。その中で、倒立と伸しつ後転ができるようになりまし



た。倒立は怖くて挑戦するたび、けがをしないか心配でしたが、榎本先生とみん

なの声かけのおかげで補助倒立ですができるようになりました。授業の時のアド

バイスや声かけをしていただき、ありがとうございました。  

○ 普段はできない倒立などの練習ができました。最初は自信がなく、補助がない

とできませんでした。でも、何回も練習して、榎本先生に上手と言われて自信が

つき、補助なしでもできるようになりました。これからも練習して、レベルを上

げていきたいです。  

 

５ 成果と課題  

（１）水泳運動（潟上小学校）  

○ ストリームラインや呼吸の仕方を重視した段階的な指導により、水や息継ぎに対

する不安が軽減され、多くの児童で泳力の向上が見られた。  

〇 児童が自分の課題を意識しながら取り組むことで、成功体験を実感し、意欲的に

学習へ参加する姿が増えた。  

● 短時間での指導になるため、指導内容の精選と時間配分をより明確にした計画が

必要である。  

● 異年齢学年の児童集団では、さらに細かな事前打合せと指導体制の工夫が求めら

れると感じた。 

 

（２）マット運動（細田小学校）  

○ 技のポイントを明確にした場づくりと補助により、児童が安心して挑戦でき、技

能の向上と自信の高まりが見られた。  

○ 職員研修をとおして、教材や安全面、指導方法について共有でき、教員の指導上

の困難さを軽減する良い機会となった。  

● 児童の技能差に応じた練習内容や場の設定をより柔軟に工夫していく必要がある。 

安全面への配慮を継続しながら、限られた時間で効果的な指導を行うための準備が

重要である。  

 

【授業の様子】  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小林市立小林中学 校 

  教 諭 水 野 裕 一 

小学校派遣事業の実際  

１ 派遣校 

 （１） 小林市立野尻小学校 

 （２） 小林市立紙屋小学校 

 

２ 実施期間及び運動領域 

 （１） 小林市立野尻小学校 

     令和７年 ９月１６日（火） ～ １０月９日（木） 

     運動領域 　陸上運動  

     対象学年  第６学年 

（２） 小林市立紙屋小学校 

     令和７年 １２月２日（火） ～ １２月２５日（木） 

     運動領域 　球技（サッカー）  

     対象学年  第５・６学年 

 

３ 実施期日及び指導内容 

 （１）小林市立野尻小学校 第６学年 

時間 日程 指導内容 

① ９月１６日（火） 
動的柔軟 スキップ等 スタートの仕方 

グランドハードル 自分のレベルに応じた高さ、インターバル選択

1台目までの練習 
② ９月１８日（木） 

③ ９月２５日（木） 
動的柔軟 跳び方、空中姿勢の解説  

グランドハードル ハードルドリル スタート～２台目まで 

課題解決（振り上げ足を合わせるために）３歩か５歩のリズム 
④ ９月３０日（火） 

⑤ １０月 ２日（木） 
動的柔軟 グランドハードル ハードルドリル スタート～３台

目まで 

リズム走 （マイクロハードル使用）３歩のリズム  

課題解決（インターバルの３歩５歩を合わせるために） 

・遠くから跳んで、近くに着地する。 

⑥ 
１０月 ７日（火） 

⑦ １０月 ９日（木） 
動的柔軟 グランドハードル ５台目までのインターバル練習 

５０ｍハードル記録測定（記録会形式） 

    



 

（２）小林市立紙屋小学校 第５・６学年 

時間 日程 指導内容 

① 

 

１２月８日（月） 

 

・オリエンテーション  

・パスとトラップの練習  

・パス回しとドリブルシュートの練習  

② １２月１０日（水） 
・パスとトラップの練習  

・２対１、３対１の攻撃の練習  

③ １２月１２日（金） 
・パスとトラップの練習  

・２対１、３対１の攻撃の練習  

④ １２月１５日（月） 

・体育館で転がりにくいボールを使用したボール回し

の練習  

・２対１、３対１の攻撃の練習  

⑤ １２月１７日（水） 

・体育館で転がりにくいボールを使用したボール回し

の練習  

・３対２の攻撃の練習  

⑥ １２月１８日（木） 
・運動場でボール回しの練習  

・３対２、４対３の攻撃の練習  

⑦ １２月２２日（月） 
・運動場でボール回しの練習  

・５対５の試合  

 

４ 実践内容（取組内容） 

（１）指導実践 

ア ハードル走における指導内容 

指導内容 指導のポイント 

ハードルドリル ・リード脚はまっすぐ引き上げること。 

・抜き足は横に寝かせ地面と平行になるよう意識すること。 

グラウンドハードル ・ディップ（ハードルを跳び越える際に前傾姿勢をとること）を意識 

すること。 

・１、２、３のリズムでリード脚の先を、逆の手で触りにいくイメー 

ジで伸ばし、その後カーテンを開けるイメージで戻すこと。 

・リード脚の裏をゴール方向へ向ける意識をもつこと。 

1 台目のアプローチ ・スタート後、自分に合った歩数で勢いよく１台目に入ること。 

・リード脚が逆足になる場合は、スタートの脚を入れ替えること。 

インターバルの走り方 ・自分に合ったリズム（３歩～５歩）で走ること。 

 

 



 イ 球技（サッカー）における指導内容 

指導内容 指導のポイント 

パスとトラップ ・正確なパスをするためにインサイドキックを意識すること。 

・足元にトラップすることで次の動きにつなげやすくすること。 

数的有利な状況でのパ

ス回し（２対１、３対

１、３対２、４対３） 

・DFから遠い味方を見つけてパスをすること。 

・ボールを持っていない選手はパスを受けやすい所に移動すること。 

・インサイドキックとトラップを意識すること。 

簡易ゲーム ・攻守交替型でボールがコート外に出たら交代する。 

・数的有利の状況（３対２、４対３）で行う。 

・転がりにくいボールを使用することで、トラップがしやすくなるの

で、ノーマークを見つけてパスをつなぐことを意識させる。 

ゲーム（５対５） ・コートを小さくし、５対５で行うことで、全員が OFも DFも参加し

やすくする。 

・できるだけ正規のルールに近いゲームにすることで、ルールの知識

を深める。 

 

ウ 個別最適な学びに向けた学習方法の工夫 

   児童の発達段階や運動経験、技能等を配慮しながら、ハードル走では、児童が自分に合っ

たハードルを選択できるように、ハードルの高さ、インターバル等を工夫した。また、通常

のハードルだと、バーの部分が堅く、児童の恐怖心があると考え、フレキハードルを使用し

た。 

サッカーでは、ボールをビニール袋に紙を詰め丸く固めたボールを作成し、転がりにく

く、体に当たっても痛くないしトラップがしやすいように工夫した。その結果、女子児童も

恐怖心なくボールに触れることができるようになった。 

次に、問題解決的な学習を行い、あえてうまくいかない状況を作り出し、どうしたら解決

できるかを考えさせた。 

ハードル走では、同じ足でリズムよくハードルを跳ぶにはどうすれば良いかを考えながら

学習を進めることができた。 

サッカーでは、始めに通常ボールで数的有利の状況でのパス回しを行った。通常のボール

ではボール操作が難しく状況を判断する余裕がないことに気づかせ、パスやトラップ等の個

人的技能の重要性を学ばせた。また、状況を判断させるために作成したボールを使用するこ

とでボール操作を簡単にでき、周りの状況を見やすくした。ボールを持たない動きとしてパ

スを受けやすい場所に移動することや、ノーマークの仲間を見つけてパスをつなぐという集

団的技能の学習に作成したボールは効果的であった。ゲームでは、コートを小さくし、通常

より少ない人数で行うことで、個人の役割が増え、積極的にチームに貢献しようとする姿が

見られた。 

 



 （２）職員研修 

    職員研修について、小学校の先生方に研修内容についてのアンケートを行った。体育指導の

中で研修を受けたい種目について質問したところ、「器械運動（跳び箱運動）」「体つくり運動」

「球技」が多かったので、特に児童がつまずきやすいだろう内容について研修を行った。 

「器械運動（跳び箱運動）」については、助走・空中動作・着地の流れの中で「コツ」の部分

を中心に場の作り方、補助の仕方について実技を交えながら先生方と一緒に考えることとし

た。 

「球技」については、道具の工夫やルールの工夫等で全員が楽しめる球技の方法について実技

を交えながら研修を行った。球技が苦手な児童をどのようにして参加させるか、ゲームの際に

隅で何もしない児童をどう参加できるようにするかということを中心に考え、実際の授業の中

でボールやルール等を工夫した授業を行った。 

 

５ 成果と課題 

（１）成果 

   ○ 児童のスキルに応じた場の工夫（ハードルの材質、高さ、インターバル）をすることでハ

ードルが苦手だと感じている児童も、意欲的に取り組もうとする姿勢がみられた。 

   〇 サッカーボールやゲームのルールを工夫したことで、球技が苦手な児童も積極的にボール

に触れることができ、意欲的にゲームに取り組むことができた。 

   ○ 問題解決的な学習を行ったことで、児童一人一人が自分の課題に向き合い、学習を通して

解決していく中で、技能の向上が見られ、同時に、児童の達成感も生まれ相乗効果を生み出

すことができた。 

○ 職員研修の内容について、小学校の先生方のニーズに合わせたことで、先生方の興味・関心

を高めることができ、今後の指導に生かしていただける内容となった。 

 

（２）課題 

● 児童とのコミュニケーションを図るまでに時間がかかり、個人的なアドバイスがなかなか

難しい状況があった。 

● 「球技」は個人的技能と集団的技能の指導のバランスが難しく、小学校でのこれまでの経験

等を把握できていないため、単元計画を立てづらかった。小学校の先生との事前打合せでしっ

かり把握するべきだった。 

● ボールの工夫としてビニール袋に紙を詰めたボールを作成したが、途中で破れてしまい修理

が必要になった。もっと数をたくさん作っておく必要があった。 

 

  



学校名   西都市立妻中学校  

                                                   教   諭   黒   木   森   穂                      

 

小学校派遣事業の実際  

 

１   派遣校  

(1)  西都市立穂北小学校  

(2)  新富町立新田小学校  

 

２   実施期間及び運動領域  

(1)西都市立穂北小学校            日   程  令和７年 7 月１０日～11 月１３日  

 運動領域「陸上運動」（幅跳び）       対象学年  「    

(2)新富町立新田小学校              日   程  令和７年１０月１６日～１１月 2１日         

運動領域「器械運動」（マット運動）    対象学年  「    

 

３   実施期日及び指導内容  

(1) 西都市立穂北小学校  

時間  期  日  指  導  内  容  

①  ７月１０日  事前打合せ  

②  ７月２５日  研修・実技（陸上運動（幅跳び）指導のあり方など）  

③  １０月２３日  幅跳び（着地）  

④  １０月２７日  幅跳び（短助走）  

⑤  １０月２８日  幅跳び（踏切）  

⑥  １０月３０日  幅跳び 中間記録会  

⑦  １１月  4 日  幅跳び（課題練習）  

⑧  １１月 11 日  幅跳び（グループ内記録測定）  

⑨  １１月 13 日  幅跳び 記録会  

 

(2) 新富町立新田小学校  

時間  期  日  指  導  内  容  

①  １０月１６日  事前打合せ  

②  １０月２０日  研修・実技（器械運動（マット運動）指導のあり方など）  

③  １０月２４日  マット運動（前転）  

④  １０月２８日  マット運動（開脚前転）  

⑤  １０月３１日  マット運動（開脚前転）  

⑥   11 月  ７日  マット運動（後転・開脚後転）  

⑦  11 月１７日  マット運動（側方倒立回転）  

⑧  11 月２１日  マット運動（側方倒立回転：課題練習）  

 

 

第３学年　」

第４学年　」



４   実践内容（取組内容）   

（１）職員研修会  

穂北小学校の職員研修では、陸上運動（幅跳び）の学習指導要領における取扱いについて

確認した。特に、低学年における「跳の運動遊び」では、助走をつけて片足で踏み切り、前方や

上方に跳ぶ動きや、片足や両足で連続して跳ぶ動きを通して、運動遊びの楽しさや心地よさを

引き出すことが重要である。そこで、児童が楽しみながら活動できるよう、例示にある「幅跳び遊

び」「ケンパー跳び遊び」「ゴム跳び遊び」をもとに、跳の運動遊びをさらに充実させる取組を行っ

た。  

新田小学校の職員研修では、マット運動に関する学習指導要領上の取扱いについて確認し

た。また、回転運動に恐怖心を抱く児童への指導方法について質問があったため、学習指導要

領の例示に示されている低学年の運動遊びの重要性や、段階的な指導の進め方、児童が安心

して挑戦できる環境づくりの工夫について研修を行った。さらに、児童によって適した練習方法

は異なるため、多様な活動の場を設定し、その中で一人一人に合った方法を見付けていくこと

が重要であることを共有した。 

 

（２）指導実践  

①穂北小学校  

本時の幅跳びの授業は、体育館においてマットを活用して実施した。「跳の運動遊び」を  

取り入れ、児童が楽しみながら自然に幅跳びの動きに親しめるよう工夫した。また、短い助

走での練習を中心に、5 歩のリズムで助走する方法については、ケンステップやミニハードル

を用いて意識化を図った。さらに、ふわっと高く跳ぶ感覚を身に付けられるよう、ロイター板、

ランドリーBOX、ゴムを活用した練習場を設定し、児童が自分に合った練習方法を選択で

きるようにした。踏切のタイミングが合わない児童が多く見られたため、踏切位置にゴム製の

滑り止めを設置し、位置を意識しやすくなるよう配慮した。その結果、踏切のタイミングを合

わせられる児童が増えた。 

最終授業での記録会に備えて、中間記録会を実施した。スムーズに記録会を進められる

よう、メジャーの使い方や記録の測り方を指導するとともに、踏み切りを見る係や着地を見

る係などの役割分担を行い、責任をもって取り組ませた。また、記録会では「気持ちの目標」

や「意識するポイント」を確認させるために、ワークシートへ記入させ、練習内容を意識して

取り組めるようにした。これにより、諦めずに挑戦する姿勢を育てることをねらいとした。  

 

〔活動の様子〕  

    

         



ア ワークシートの効果  

ワークシートの効果として、まず   

「気持ちの目標」を書く活動を通し   

て、児童が記録向上には前向きな 

姿勢が大切であることに気づく様子  

が見られた。記録だけにとらわれな 

いよう配慮したことで、記録が伸び  

ない場面でも意欲的に取り組む姿  

勢が維持されていた。 

また、事前に示した意識するポイ 

ントを理解し、それに沿って感想を  

書くことができている児童が多く、学  

習の振り返りがより具体的になっ 

た。 

さらに、今日の頑張りを☆で表す 

活動では、☆に色を塗るだけでなく、   

「とても頑張りました」などと文章で 

表現する児童も見られた。このこと 

から、児童が自分の努力を主体的  

に振り返り、学習意欲を高める効果があったと考えられる。  

 

②新田小学校  

ア 場の工夫  

児童の実態に応じた場を工夫するためには、多くのマットが必要となる。しかし、学校に  

よっては十分な数のマットがそろっていない場合もある。例えば、開脚前転の練習では、膝

が曲がってしまったり、立ち上がれなかったりする児童が、手でマットを押し返す感覚を養

い、成功のイメージを持ちやすくするように、マットを重ねて場を設定することがある。今回

は、長机を活用することで、複数の場を設定することができた。さらに、側方倒立回転の場

を工夫し、ランドリーボックスの間を通過させたり、バスケットゴールの両端にひもを垂らして  

その間を通過させたりする活動を取り入れた。こうした工夫によって、児童はゲーム感覚で

楽しみながら挑戦することができた。 

 

イ できる子とできない子を生かす側方倒立回転の学習環境  

        授業を進める過程において、一生懸命取り組んでも技能を習得できない児童と、容易

に技能を習得できる児童との間に技能差が生じる。そこで、側方倒立回転の指導に際し

ては、児童の習得状況に応じて異なる目標を設定した。すでにできる児童には「現在でき

る技をよりきれいに完成させること」を目標とし、まだできない児童には「次年度に習得で

きるようになるための基礎的練習」を目標とした。これに基づき、それぞれに適した学習環

境を工夫した。 

「きれいに完成させること」を目標とした児童には、５段階のステージを順次クリアするこ

 



とで、側方倒立回転をより洗練させる手立てを講じた。一方、「次年度に習得できるように

なること」を目標とした児童には、ステージの段差を利用した振り上げ足の練習場や、腕立

て横跳び越しの練習場を四つのコースに分けて設定し、技能習得に必要な感覚を体験で

きるよう工夫した。 

〔活動の様子〕  

           
〔腕立て横跳び越し〕      〔腕立て横跳び越し〕      〔ステージ段差〕  

     

〔ランドリーBOX〕        〔細マット〕          〔斜めにゴム〕  

 

５  成果と課題  

(1) 成果  

○ 児童は一生懸命に練習をするものの、なかなかできずにあきらめてしまうことがある。しか

し、「頑張ればできそう」「できなくても楽しい」と思えるような場を設定することで、児童は意

欲を失わずにチャレンジを続けることができた。 

○ 走り幅跳びのワークシートには、記録を記入させるだけでなく、気持ちの目標や自分が意

識するポイント、今日の自分の頑張りを☆で表すなどの工夫を行った。ただ「遠くに跳ぶ」こ

とだけにとらわれず、跳ぶ前の助走やタイミングなど、過程を大切にするよう促すことができ

たのではないかと思う。 

〇 走り幅跳びの授業では、自分たちが走るコースをコーンで分かりやすく示したことで、安全

に授業を進めることができた。 

(2) 課題  

  ○ 通常の授業において、児童の実態に応じた場を設定するには時間がかかる。そのため、小

学校の先生たちが過度な負担を感じないよう、工夫した場の設定を提案する必要があると

感じた。 

  〇 走り幅跳びの記録会では、児童に測定を任せたため、正確に記録を取ることができないグ

ループもあった。事前に測定の仕方を指導していたが、うまくいかなかった。教師が測定す

れば正確に記録できるが、児童自身でもある程度正確に測定できる方法を今後考えていき

たい。 



 延岡市立土々呂中学校  

教 諭 大久保 高広  

小学校派遣事業の実際 

１ 派遣校 

延岡市立一ヶ岡小学校  

 

２ 実施期間及び運動領域  

  令和７年５月２１日～７月２８日 

  運動領域 水泳運動    

対象学年  

  

３ 実施期日及び指導内容  

期  日 指 導 内 容 

５月２１日（水） 事前打合せ（１時間）  

６月１１日（水） 職員研修  ・水泳の指導について（１時間）  

６月１７日（火） 
オリエンテーション 「水に慣れよう」「水に浮く」  

      「ストリームライン」「クロールの基本」（２時間） 

６月２４日（火） クロール 「クロールの基本」「正しい息継ぎ」（２時間）  

７月 １日（火） 
クロール 「連続して泳ぐ」  

平泳ぎ「平泳ぎの基本」「キックの練習」（２時間）  

７月１５日（火） 平泳ぎ「連続して泳ぐ」（１時間）  

７月２８日（月） 職員研修 ・陸上運動（リレー）（１時間）  

 

４ 実践内容  

（１）水になれる、水に浮く、ストリームライン  

  今回の対象が小学５・６年生ということで、技能差・体格差も大きかったことから、

水泳の基本からおさえることにした。  

伏し浮き 

ひざを抱えてダルマ浮き→ゆっくり手を伸ばしてクラゲ浮き→手足が水面と平行にな

るまで手足を持ち上げる。（あごを上げずにプールの底を見る。） 

背浮き 

ひざを曲げて立ち→ゆっくり倒れて両手を持ち上げる。→水面と平行になるように両

足を持ち上げる。 

水の中を歩いてみよう 

つかまり歩き→先生（友だち）をいっしょに→横歩き→クロスステップ  

ストリームライン 

中指同士を重ねる。→頭をはさむ。→背伸びをしてピント伸ばす。  

（２）クロールの基本、息継ぎ 

   児童の実態として、キックで膝が曲がりすぎていたり、息継ぎがうまくいかなった

りしていたので、動作の確認を行った。  

第５・６学年



キックの練習  

プールサイドに座らせ、腕は後ろにつく。足は軽く内また、親指をこするように、足を

上げすぎず、降ろしすぎず。  

息継ぎ 

立った姿勢で壁をつかんで（息継ぎしない手が回っている間に鼻から息を吐く。）  

歩きながら息継ぎ→壁をつかんで足を浮かせて息継ぎ（片手は上から、片手は下から） 

※伸ばしている手の肘が伸びていること、耳が腕についていることをペアで確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）平泳ぎの基本  

   中学校に上がってくる時に、平泳ぎの練習経験がない生徒が多かったので、平泳ぎ

の基本を指導した。  

うでのかき 

足を床につけ、手のひらをやや外向きにして、しっかりと水をつかむ。 

→軽くジャンプしながら手のかきで体を浮かせる感覚を身につけさせる。 

息継ぎ 

足を床につけ、腕をピンと伸ばして顔をつけ（１・２）、（３）でかきながら顔をあげる。 

 

６ 成果と課題  

（１）成果  

  ○ 今回は小学校の教員２名と計３名で指導することができ、技能のレベルに応じて

きめ細かな指導を行うことができた。即座にポイントを児童に伝えることで、上達

する姿が見られた。また、授業前の職員研修で、今回の指導内容についても触れて

いたので、共通認識で指導に当たることができた。（同じ言語を使うなど）  

○ 水泳の授業は更衣に時間を多く費やしてしまいがちだが、２時間続き（４５分×

２）で授業を行えたことで、ゆとりをもって基本から技能の習得まで指導すること

ができた。  

 

（２）課題  

  ● ２学年約６０名の児童に対し、動きのポイントを説明しても、なかなか伝えきれ

なかった。一度プールサイドに上げてから説明したり、視覚的な資料を準備したり

するなど工夫が必要であった。  

  ● 水泳の苦手な児童に対して、個別の指導が十分にできなかった。少しでも達成感

を味わえるような指導方法の工夫を、今後勉強していきたい。  



日向市立富島中学校  

教 諭 山本 陽介  

小学校派遣事業の実際 

１ 派遣校 

（１）日向市立美々津小学校  

（２）延岡市立港小学校 

２ 実施期間及び運動領域  

（１）日向市立美々津小学校   令和７年６月２日～７月１１日 

               運動領域 水泳運動  対象学年  第３～６学年 

（２）延岡市立港小学校    令和７年８月１日～１２月２３日 

               運動領域 陸上運動  対象学年  第２～６学年 

３ 実施期日及び指導内容  

（１）日向市立美々津小学校  

時間 期 日 指導内容  

① ６月 ２日（月）  日程および指導内容の打合せ  

② ６月１１日（水） クロール・平泳ぎ①【５・６年】  

③ ６月１３日（金） 浮いて進む運動、もぐる・浮く運動①【３・４年】  

④⑤ ６月１６日（月）  職員研修【講義・実技・演習】  

⑥ ６月１８日（水） 浮いて進む運動、もぐる・浮く運動②【３・４年】  

 ６月２５日（水）  （活動中の雷鳴により授業を中止し、７月１日に振替） 

⑦ ６月２７日（金）  浮いて進む運動、もぐる・浮く運動③【３・４年】  

⑧ ７月 １日（火） クロール・平泳ぎ②【５・６年】  

⑨ ７月 ９日（水） クロール・平泳ぎ③【５・６年】  

⑩ ７月１１日（金） 
水泳運動の心得【３・４年】  

（プールが使用できなかったため、教室で実施）  

（２）延岡市立港小学校 

時間 期 日 指導内容  

①②③  ８月 １日（金） 
日程および指導内容の打合せ  

職員研修【講義・実技・演習】  

④ １１月２５日（火） 短距離走①（腕振り・バウンディング）  

⑤ １１月２８日（金） 短距離走②（記録測定） 

⑥ １２月 ８日（月） 
体つくり運動（派遣校からの要望により、小学校のマ

ラソン大会に向けた活動）  

⑦ １２月１８日（木） ハードル走①（１台目へのアプローチ）  

⑧ １２月１９日（金）  ハードル走②（抜き足の練習・歩数の確認・リズム走） 

⑨ １２月２２日（月）  ハードル走③（３０Ｍコースでの練習）  

⑩ １２月２３日（火） 
学習のまとめ（記録測定）  

・３０Ｍ走、５０Ｍ走、３０Ｍハードル走記録測定  

４ 実践内容（取組内容）  

（１）職員研修  

  ① 日向市立美々津小学校 

研修の前半はプレゼン資料を使った講義形式で行い、後半は講義で取り上げた内

容について実際にプール内で実技・演習を行った。浮いて進む運動、もぐる・浮く

運動、クロール、平泳ぎの技能のポイントや指導のポイントについて、児童のつま

づきも想定しながら研修を行った。  



② 延岡市立港小学校  

腕振りや足の接地など短距離走のフォーム、リレーのバトンパスを中心に講義を

行った。今回はハードル走を含めての学習になることから、ハードル間のインター

バルにおけるリズムの獲得方法についても紹介した。  

（２）指導実践  

  ① 水泳運動（日向市立美々津小学校）  

   授業のはじめに、息を吐くことで体が沈みやすく、あらかじめ息を吸って止める 

ことで体が沈みにくいということを確認した。また、うまく浮くことができない  

という児童については個別に指導し、首の力を抜くことを意識させた。  

クロールでは基本となるストリームライン（蹴伸び）の姿勢について指導した後、 

キックの役割について取り上げた。キックには前に進むためだけではなく、「身体を  

浮かせる」「息継ぎ時のバランスを保つ」といった役割があることを伝えた。プルに  

ついては、具体的な練習方法として片手クロールを行い、ゆっくり大きなフォーム  

で泳ぐことで泳法獲得を目指した。  

平泳ぎではキックの方法を中心に指導した。具体的な練習方法として、ビート板  

を抱え、仰向けの状態でのキックなどを行った。キック・プルともに定着している  

児童については、「手が先、足が後」の意識でコンビネーションの練習（時間差平泳  

ぎ）を行った。  

    授業最終日は、小学校の都合によりプールが使用できなかったため、「水泳運動の  

心得」や「水辺の事故防止に関する心得」に関する授業を行った。  

  ② 陸上運動（延岡市立港小学校） 

短距離走においては、授業の始めに腕振りや足の接地など、フォームの確認を行 

った。また、地面を強く蹴り、地面からの反発を得るためにマーカーやミニハード  

ルなどを走り越える練習を行った。 

ハードル走では、第１ハードルへのアプローチを練習したのち、リズム走（着地 

の局面を「０歩」とし、０，１，２，３で踏み切る）の練習を行った。また、実際 

にハードルを走り越える場面では、中学年以下の児童には５歩での踏切でもよいと  

することで、同じ踏み切り足でハードルを走り越えることができるよう指導した。 

コースについても２種類のハードルから選択できることとした。  

５ 成果と課題  

（１）成果  

    水泳運動では、力を抜くことを意識させるだけで、浮く・沈むといった基本技能  

ができるようになった児童もいたため、基本的な水中動作が定着することで、これ 

から泳法の獲得につながっていくのではないかと思われる。  

陸上運動では、通常のハードルだけでなく、ミニハードルやフレキシブルハード  

ルを活用することで、生徒の興味関心を引き出すことができた。  

（２）課題  

 水泳運動では、２つの学級で授業を行った関係上、実技の授業が３時間ずつの実  

施となり、基本的な内容の指導にとどまってしまった。  

陸上運動では、なかなか試技に挑戦できずにいる児童もいた。運動に対する苦手  

意識をもった生徒に対する支援について、更に学びを深めたいと感じた。  



県立宮崎南高等学校  

教諭  寺前 貴志  

 

小学校派遣事業の実際 

 

１ 派遣校 

  宮崎市立宮崎港小学校  

 

２ 実施期間及び運動領域 

  実施期間：令和７年５月２９日～６月２５日  

  運動領域：水泳運動 

  対象学年：第５学年（６０名）第６学年 (５９名) 

 

３ 目標設定 

  個人目標： 今の泳力からどれだけ伸ばせるか  

  クラス目標： みんなで何 m 伸ばせたか  

  指導重点： クロールの段階的習得、息継ぎ技術の向上  

 

４ 実施期日と指導内容 

期 日 指 導 内 容 

５月２９日（木）  

○打合せ 

 学校からの派遣の目的が「水泳の泳法クロールの技術的

な指導」であったため、段階を踏んだ授業内容とした。 

６月１７日（火）  
５年①・６年①⑴体操・水慣れ  

⑵けのび・ストリームライン・バタ足  

６月１９日（木）  

５年② ⑴体操・水慣れ 

⑵けのび・ストリームライン・バタ足・クロール

の手の掻き方  

○職員研修  

 宮崎港小の水泳の各学年目標確認。クロール・平泳ぎ泳

法の指導のポイントを共有した。  

 球技：バスケットボール  簡易ゲーム：数的有利ゲーム

の指導ポイントを共有した。  

６月２３日（月）  
５年③ ⑴体操・水慣れ 

⑵クロールの手の掻き方確認・息継ぎ練習  

 ６月２４日（火）  
６年② ⑴体操・水慣れ 

⑵クロールの手の掻き方確認・息継ぎ練習  

６月２５日（水）  

５年④ ⑴体操・水慣れ  ※雷がなり、実施できず。  

⑵息継ぎ練習・２５Ｍチャレンジ  

６年③ ⑴体操・水慣れ  ※天気がよくなり、実施。  

⑵息継ぎ練習・２５Ｍチャレンジ  

 



５ 実践内容 

（１）具体的な指導内容 

○ 水慣れ・けのび  

・抵抗の少ない姿勢、浮くイメージ  

・「サンマ・まっすぐの棒」と説明  

○ バタ足 

・足首及びつま先の力を抜く。少し内股で動かす。  

・体幹部から脚を動かすことを意識する。 

○ クロールの手の動き 

・遠くをつかむように大きく回す・水をゼリーのように感じる。  

・ローリング動作を意識する。 

○ 息継ぎ練習  

・リズム（1・2・3・4 で回す、3 で息継ぎ）を意識する。 

・ビート板を使い、片手クロールで息継ぎをする。 

・顔を息継ぎの方に回してあげる。(バディがタイミングを教える。) 

※ 泳いでいる児童は後ろななめ上の雲・空を見る。  

（２）職員研修の内容 

・クロール・平泳ぎの指導ポイントをスライドで共有  

・各学年の水泳目標を再確認  

・教員同士の質問・意見交換  

・バスケットボール研修（数的有利ゲーム体験）  

 

６ 成果と課題 

（１）成果 

・児童が自分の成長を実感しやすい授業設計ができた。 

・先生方の参加・協力により声かけが活発化した。 

・児童が一生懸命取り組む姿勢を多く見られた。 

・職員研修では具体的な指導イメージを共有できた。  

（２）課題 

 ・イメージをいかに分かりやすく伝えられるか。  

・教える時間が長くなると集中力が切れる。 → 遊びの要素を工夫する。 

・大人数（60 名近く）のクラス運営 → 内容を絞り、待ち時間を減らす。 

・児童の体育授業への取組実態を事前に把握する必要がある。 

（３）今後に向けた改善点 

・指導内容の焦点化  

・児童に伝わりやすい具体的な言葉かけの工夫  

・現場の実態に応じた段階的目標設定  

（４）指導者コメント 

突然の雨や・厳しい暑さの中、児童が前向きに取り組んでくれた。指示をよく聞き、

素直に取り組む姿は非常に好感がもてた。楽しみにしていることや泳ぐ距離が伸びた

等の児童の声を聞くことができ、私自身も楽しんで授業に取り組めた。水泳が得意な

子はさらに前向きに、苦手な子がいかに前向きに取り組んでくれるかを課題として取

り組んだ。多くの先生方が授業に参加してくださり、個に応じた対応ができ、大変あ

りがたかった。今後も児童が水泳のみならず、体育の授業を好きになり、主体的に取

り組みようになってほしい。  



県立宮崎南高等学校  

教諭  佐久間  英二  
 

小学校派遣事業の実際 
 
１ 派遣校 
  宮崎市立小松台小学校  
 
２ 実施期間及び運動領域  
  ○実施期間：令和７年７月 28 日～11 月 12 日  
  ○運動領域：陸上運動  
  ○対象学年：第６学年（98 名）  
 
３ 実施期日及び指導内容  

時間  期  日  指  導  内  容  

 ７月 28 日（月）  
【職員研修】  
陸上運動につながるさまざまな動き  

①  11 月  ４日（火） 

【①１組、２組、３組（98 名）】  
⑴走の基本動作の説明  
（ピッチを高める運動 /ストライドを伸ばす運動）  

⑵８秒間走  

②③  11 月  ５日（水） 
【②１組（32 名）/③２組（33 名）】  
⑴走の基本動作（ピッチを高める運動/ストライドを伸ばす運動） 
⑵ハードル走  

④  11 月 11 日（火） 
【④３組（33 名）】  
⑴走の基本動作（ピッチを高める運動/ストライドを伸ばす運動） 
⑵ハードル走  

⑤  11 月 11 日（火） 
【⑤１組（32 名）】  
⑴走の基本動作（ピッチを高める運動/ストライドを伸ばす運動） 
⑵走幅跳  

⑥⑦  11 月 12 日（水） 
【⑥２組（33 名）/⑦３組（33 名）】  
⑴走の基本動作（ピッチを高める運動/ストライドを伸ばす運動） 
⑵走幅跳  

 
４ 実践内容  
 （１）職員研修  
    職員研修では「陸上運動の要素を取り入れた『遊び』」の紹介と、短距離走・ハー

ドル・走幅跳等の指導のポイントを伝えた。その中でも、リレーのバトンパスにつ
いて、走りやすさと安全面を確保するために以下のポイントを伝えた。  

    ①次走者の構えは内向きの方が、スタートがしやすい。  
     （外側に構えると、カーブに入るときに膨らみやすくなるため）  
    ②①の考えから、バトンは右手渡し、左手で受け取る。  
    ③走り終わった走者は内側（フィールド内）に入ることで衝突防止になる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ※訪問した学校では左手渡し、右手受け取りで指導されている先生が多くいた。  
     学校全体で渡し方を共有することが大切であると感じた。  



（２）授業の実践  
■１時間目（１組、２組、３組合同）  
○走の基本動作の説明（ピッチを高める運動 /ストライドを伸ばす運動）  

走るスピードを高めるにはピッチ（足の回転数）とストライド（歩幅）を高
めることが必要であることを説明した。毎時間の準備運動として２つの運動を
継続して行うことを伝えた。  

 
 
 
 
 
 
 
 

○８秒間走  
            それぞれの能力に応じてスタ  

ート位置を決めて、３回の挑戦  
を行った。  

      多くの児童が明確な目標をも  
ち達成感を味わうことができた。  
 また、仲間の目標達成に向け  
て周囲の人々の応援が大切であることを学習した。  

 
■２・３・４時間目  
〇ハードル走  

      今回の授業の目的が「陸上記録会のための練習」で  
     あったことから、インターバルの距離を変えずに異な  
     る高さでのコースを準備した。  
      また、本番の高さに抵抗がある児童のためにフレキ  
     ハードルを準備することで、多くの児童が高いハード  

ルに対しても挑戦する姿が見られた。  
 多くの児童の抜き足が「縦抜き」になっており、一部動きづくり用のハード
ルを準備して、課題に応じて練習できるよう工夫した。  

 
■５・６・７時間目  
〇走幅跳 

      各クラス１時間しか走幅跳の時  
間が確保できないこともあり、「助  
走の合わせ方」をメインとした指  
導を行った。  
 以下のポイントを指導した結果、  
多くの児童が自分に適した助走距  
離を見つけることができた。  
＜指導のポイント＞  
①スタート位置（15m 程度）に自分のマークを置く。  
②１本目は踏み切り位置に合わなくて良いから、しっかり踏み切る。  
③ペアは具体的にスタート位置を何センチ移動すれば良いかアドバイスする。 
④実施者は１本目と同じスピード、リズムで２本目を実施する。  

 
５ 成果と課題  
   １つ１つの種目に対して十分な指導の時間が確保できなかった部分はあるが、大事

なポイントを絞って伝えることができた。  
   陸上運動では、能力の差が目立ちやすい種目であるため、競争以外にも自己の記録

に挑戦する楽しさも運動の魅力として伝える必要がある。そのためにも、目標をもた
せ、挑戦させるための場の工夫が必要であると考える。  

しかし、現場の先生方は授業前に学習の場を設置する時間がないのが現状である。 


